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NEWS
平成１６年度後期キャンパスニュース

一期生　就職活動でも善戦中!!
 日本経済が回復基調にあることを反映して、企業の採用意欲にも一

部に改善の兆しが見られるものの、依然として厳しい雇用環境の中、

本学一期生は、新設のため知名度が低く、かつ地方の大学というハン

ディキャップを乗り越え、地元企業や関東・関西の大手企業の支援を受

け、善戦しているといえます。

 情報システム学科は有名私立大学並みの就職率で推移しており、特

に女子学生の内定率がほぼ１００%に達していることは特筆すべきとこ

ろです。

 環境政策学科の学生も順調に内定者が積み上がってきており、大手

企業を始めとして鳥取県庁、鳥取県警察及び地元有力企業にも内定

者が出ています。

 環境デザイン学科には、建築系の技術者を目指して入学してきた学

生や、将来モノ作りをしたいという芸術性志向の強い者が多く在籍し

ております。設計関係の技術職は採用枠が少なく厳しい就職環境にあ

りますが、大手建設会社及び設計事務所の技術部門に内定した学生も

おり、善戦しているといえます。学生個々の進路も多岐に亙り、自分の

夢を叶えるため、一定の修業期間を経てその分野の専門家になること

を選択した学生もいます。

 女子の新卒採用に関しては、企業が人件費削減の為、一般職社員（い

わゆる事務職）を正規雇用から派遣社員やパート等の非正規雇用に切

り替えていく状況が続いており、全国的に就職環境は厳しいといえます。

しかしながら、本学では女子学生の就職率が男子学生とほぼ同様に推

移しており、質の高さを証明しているといえます。

６／５（土）　加藤学長が山陰で唯一、日

本学術会議会員に就任しています。この

日、都倉副学長と、世界初のマイクロプ

ロセッサIntel４００４の設計開発者である

嶋正利氏を講師に迎え、公開学術講演会

が開催されました。マイクロプロセッサ

誕生を事例に創造的開発の秘訣が語られ、

大変興味深い講演会となりました。

主な内定先　（業種別・五十音順）

【建設業】大和ハウス工業、やまこう建設　【製 造 業】伊藤園、寿製菓、大日本除

蟲菊、宝印刷、中央印刷、鳥取三洋電機、松下電器産業、武蔵野　【情報通信業】

アイスター、新日本海新聞社、ソフィア、ソフトバンクBB、日立INSソフトウェア、富

士通サポート＆サービス、リコーシステム開発　【運輸業】西日本旅客鉄道、福山

通運　【卸売・小売業】青山商事、一畑百貨店、今治デパート、キンレイ、大同興業、

鳥取トヨタ自動車、 ナフコ、日興商会、はるやま商事、マルイ、 丸合、三城、ミック、

ヨドバシカメラ、ランドサイエンス　【金融・保険業】山陰合同銀行、四国銀行、大

和証券、鳥取銀行、日興コーディアル証券、三井生命保険　【不動産業】昭和住宅、

ジョー・コーポレーション、ミサワホーム　【飲食店・宿泊業】池の平ホテル、ジョイ

フル、すかいらーく、ダスキン福山　【教育・学習支援業】イナバ自動車学校、伝習

館、NOVA　【複合サービス業】くにびき農協、奈良農協　【サービス業】アース

サポート、サニックス、綜合警備保障、ダイコーテクノ、テルウェル東日本、鳥取広

告社、白兎設計事務所　【公　務】鳥取県庁、鳥取県警察 

５／２８（金）　夕方１７：１０から1時間半に

わたり、NHK鳥取放送局で本学からの生

中継。学生によるキャンパス紹介や、本

学らしい部の紹介、名物教員メッセージ、

1期生の就職活動の様子と大学側の取

組みや、プロジェクト研究の紹介など。ま

た、全学を上げての取組み、環境ISO１４

００１活動のうち、学生ISO委員会の活動

が詳しく紹介されました。

テレビで生中継！

日本学術会議

中国・四国地区

公開学術講演会

塩ビ工業・環境協会からの寄付により運営される事業の一環として開講。外部から講師を

お招きし、大変有意義な講義をしていただきました。

平成１６年度前期特別講義（資源リサイクル論）開講

５／２９（土）　「地球環境問題と資源エネルギーのリサイクル」

　　　　　　 講師：末次克彦氏　アジア・太平洋エネルギーフォーラム代表幹事元日本経済新聞編集委員

６／２６（土）　「環境とプラスチックの未来」

　　　　　　 講師：小林俊安氏　積水化学工業（株）取締役環境経営部長

【講義内容】

７／１７ 「世界と地域をつなぐもの」 西村 教子 講師

８／２１ 「南極からみた地球環境の科学」 遠藤 辰雄 教授

９／１８ 「自然と調和した観光をめざして」 石川 真澄 助教授

１０/１６ 「期待される環境立国日本」 篠原  勲 教授

※次回公開講座のお知らせが本誌P.１２に掲載されています。

公開講座開講

７～１０月の第３土曜日　鳥取県立図書館

ご協力の下、本学環境政策学科の教員が

４回にわたり「環境」に関する様々な視点

から講義しました。

多方面から環境を考える
～環境が拓く私たちの未来～

環境
大学

就 職 活 動

状 況

インターンシップで職場体験

今年度も３年生が夏期休暇中に県内外の企業や地方自治体での職場

体験に挑戦しています。参加者は、政策学科６７名、デザイン学科４４名、

システム学科１４名の計１２５名、受入先は、農林水産業、建設業、製造業、

情報通信業、卸小売業、宿泊業、社会教育、専門サービス業、産廃処理

業及び地方自治体と、幅広い業種の５９事業所です。インターンシップ（就

業体験）は、３年次に配当される演習科目（選択）の一つで、２週間以上

実習し、実習報告及び受入先の実習総評等に基づいて単位認定され

ると２単位が付与されます。企業等で実務を体験することによって、しっかりとした職業観、就業観の形成を図ることに加えて、研究活動や自己啓発の

目標が一層明確になって自発的に勉学をするようになることを目的にしています。アルバイトとは異なり、仕事をしても、その労働に対して報酬が支

払われる訳ではありません。受入先には、大学が個々にお願いする企業及び鳥取県庁、鳥取・米子・境港市役所のほか、各県の経営者協会が仲介して

公募する企業等、ホームページで公募する企業等があります。通常は、そこで実習をしたからといって就職に直接結び付くことはありませんが、卒業

後の進路、やりたい仕事を事前に考える上で、学生にとって大変有意義な科目です。一部企業の中には、採用活動の一環としてインターンシップを受

入れている所もあります。
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８／５（木）　「鳥取環境大学を支援する会※」の定期総会を開催。「環大コンペ

（大学生活向上や地域社会貢献に寄与する優れた環大生の企画に対し一等賞

金３０万円の賞金を贈呈。）の開催」、「環謝祭支援」、「企業交流会支援」など様々

な支援が決定されました。環境政策学科遠藤教授による記念講演「大気と地球

温暖化」や（有）小河自動車様との共同研究事例発表も行われ、その後の懇親

パーティでは、会員と本学教員との個人レベルの活発な交流が行われました。

９／１４（火）　廃プラ製品のリサイクル

会社「エコマ商事」（鳥取県米子市）より、

ペットボトルキャップ再生ベンチの寄贈

を受けました。本学では昨年から「学生Ｉ

ＳＯ委員会」がキャップの回収を進めて

おり（実績約２万個）、この日「エコマ商事」

へ集めたキャップをお渡ししました。ち

なみに、このベンチ1台の作成には、キャ

ップ１２０００個が必要です。

ＩＳＯ関連情報ネットワークニュース

会長：清水昭允、会員：地元企業・団体など、事務局：鳥取商工会議所内。これまでも本学の活動に対し、継続的に様々な面から
のご支援をいただいている。

「鳥取環境大学を支援する会」定期総会と交流会を開催

９／３（金）　環境関係の学者の間で「ペ

ンタゴン・リポート」と呼ばれる文献「急

激な気候変動シナリオとその合衆国の

国家安全保障への含意」を本学では加

藤学長を中心に全文を翻訳し、概要が産

経新聞で紹介されました。温暖化から始

まる気象変動と食糧危機が世界の安全

保障を揺るがすという衝撃的なシナリオ

が描かれたこの文献は、２００３年１０月に

個人論文として発表されるも、米国防総

省筋の作成ではないかと推測されてい

るものです。

翻訳

「ペンタゴン・リポート」
―軍事衝突すらある環境破壊の帰結―

ペットボトルキャップがベンチに！

プリンタの寄贈をうけました。

７/２３（ 金 ）　 第７８回リコーグル ープ

KAIZEN活動実践交流会が開催され、「産

学協同による、環境負荷低減への取組み」

と題して産学共同研究の成果発表がありま

した。リコーグループのリコーマイクロエ

レクトロニクス（株）（本社：鳥取、代表取締

役社長：渡辺和俊氏）と本学は、従来より産

学連携の取組みを進めており、今後もその

取組みをさらに推進していくことを確認し、

当日、桜井正光（株）リコー代表取締役社長

よりカラープリンターの贈呈を受けました。

８／２７（金）　情報システム学科今井教

授が、情報・システムソサエティ英文論文

誌編集委員としての貢献が認められ、電

子情報通信学会情報・システムソサエテ

ィ活動功労賞を受賞しました。この活動

功労賞は、学会情報・システムソサエティ

の活動に顕著な貢献を行った会員に与

えられるものです。

情報システム学科／今井 正和 教授

電子情報通信学会

全講義、全教員の講義ビデオ
撮影、配信体制が整備
情報システム学科では、今年度前期から

講義（演習科目は除く）のビデオ撮影と

学内ネットワーク配信を実施。学生の復

習などだけではなく、教員の講義内容改

善用資料として活用可能。複数の学生ア

シスタントが授業を撮影。本年６月上旬

には、全講義・全教員の講義ビデオ撮影・

配信ができる体制を整えました。

実学の森　─ＪＡＢＡＳ２００４─

（中村修三氏特別講話ほか）

中継放映

８／２７（金）　８／２７、２８と岩手県で開催

された「実学の森─ＪＡＢＡＳ（JAPAN 

BACK-BONE SUMMER FORUM）２００４─」の

うち、27日の様子を、ＪＧＮⅡ※を用い

て本学で中継放映。内容は、カリフォル

ニア大学サンタバーバラ校教授中村修

三氏による特別講話「新しい価値観が日

本を変える─地域への応援宣言─」をは

じめ、基調講演、パネルディスカッション等。

※Japan Gigabit NetworkⅡ（研究開発用ギガ

ビットネットワーク）。本学はＪＧＮⅡの本県アクセ

スポイント。

ＩＳＯ１４００１の認証取得（２００３.２.２

２）から２年目を迎えた本学の活動

を紹介します。

５月：鳥取県環境推進企業協議会入会。

６月：ＮＨＫ放映の県内大学・短大の紹介
番組に、学生ISO委員と加藤学長が対談
形式で出演。

７月：鳥取市国際交流員イザベル・ハータ
ーさんを招き、ドイツの環境事情について、
学生ＩＳＯ委員と勉強会を実施。

８月：「大学のＩＳＯ１４０００」（私立大学環

境保全協議会・ISO１４０００委員会　編著、

発行：研成社）に本学のＩＳＯの特徴やし

くみが掲載。

鳥取しゃんしゃん祭りでは、装飾車の新

看板により、市民へＩＳＯ認証取得をＰＲ。

ＩＳＯのプログラムの一つである地域貢

献活動として、ゴミ清掃隊２０名も参加。
　　　　　　　　　 （本誌P.４にも関連記事掲載）

７月～９月：ISO達成度試験と学生ISO委

員委夜ISOレクチャーの実施。

鳥取県が整備を進めていた「鳥取情報ハイウェイ」が平成１６年度から全面的に運用開始さ

れました。本学は、この「鳥取情報ハイウェイ」の接続機関となっていて、映像や音声など、

双方向の高速通信が可能となっています。（詳しくは鳥取情報ハイウェイのホームページ

http://www.pref.tottori.jp/jouhou/highway/top.htmをご覧ください。）

８/４､２５　本学と岡山県瀬戸南高等学校とを両

県の情報ネットワークで接続し、環境政策学科

中川教授が遠隔授業を実施しました。 

６/１８　アジア太平洋環境会議「エコアジア２０

０４」（本誌P.２に関連記事掲載）では、本学とメ

イン会場を情報ハイウェイで結び、本学の環境

学習の成果発表をメイン会場に生中継。また

その模様をインターネット放送で放映しました。

４/３０､７/２　情報システム学科田村助手が、非

常勤講師を務める鳥取短期大学に向け「ウェブ

デザイン」を本学から遠隔で講義しました。

２００３/１２/３､１０　鳥取と米子のそれぞれの会場から情報システム学科の教員が公開

講座を実施し、その模様を両会場間で生中継しました。

今後さらに広域的な活用を図っていきます。

「鳥取情報ハイウェイ」を活用した本学の取組み

情報・システムソサエティ

活動功労賞 受賞

遠隔講義


